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論 文 内 容 の 要 旨

本研究では階層意識 とジェンダーの関係 を総合的に分析する。ここで階層意識 とは、階層帰属意識、

生活満足感、不公平感、政治意識など、社会階層による不平等の認識 と評価に関する諸意識を指す。従

来の階層研究あるいはフェミニズム研究は、女性の社会経済的地位が男性のそれよりも低いものである

ことの実態の指摘 と、そのような不平等の形成 ・維持のメカニズムに注目してきた。一方で、階層意識

に含 まれる諸意識の分布を男女で比較すると、女性の階層意識は 「ジェンダーによる不平等」を必ず し

も直接的に反映 していないことが知 られている。なぜ このような現象が生 じるのか、そしてこのことは

どのような意味を持っているのか、 これが本研究の課題である。

第1章 「問題の所在 」では、社会階層 とジェンダーの関係、社会階層研究 における階層意識研究 の内

容 と意義、 そ して階層意識 とジェンダーの関係 を検討 す ることの重要性 について検討 した。社会 階層研

究 とは、 ご く大 まか に言 えば不平等 についての研 究であ る。 そ して、社会 的な不平等 を生み出す重要 な

要因の1つ として ジェンダーがあ る。社会階層論 ・社会 階級論の文脈の中にジェンダー を どの ように位

置づ けるか につ いて は、様 々は研究が なされて きた。近年で は、社会階層 とジェンダー は相互 に密接 に

関連 しあ うもので あ り、 もはやジェンダー抜 きの階層論 は成立 し得ない とい う認識で ほぼ一致 を見 てい

る。一方、 階層意識研 究 は人 々が社会階層 に由来 す る不平等 に関 して どの ように考 え、 そ して社会 的な

結果 へ とつ なげて ゆ くのかを把握す るた めに行われ る。 したが って、階層意識 とジェンダー、お よび社

会階層の関係 を検討す ることは重要 な課題の はずであ る。
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ところが、ジェンダー と階層意識の関係はこれまでは十分に検討されてこなかった。 この原因は主に

階層意識研究の研究史 と、ジェンダーに直接的に由来する不平等に関する意識(性 別役割意識)の 研究

史に由来すると考えられる。階層意識 とジェンダーの関係の検討は、従来は階層帰属意識 ・階級帰属意

識 とジェンダーの関係、具体的には女性の階層帰属意識の規定因探 しを中心的な問いとしてきた。しか

し、(第3章 で検討するように)こ の問いは理論的な社会階層の構成要素 と、階層帰属意識の規定要因の

探求を混同してお り、端的に言って錯誤である。 このことが広 く認識 された現在、階層帰属意識 とジェ

ンダーに関する研究は定点観測か国際比較的なものにシフ トしてお り、新たな問いが見出 し難 くなって

いる。一方、性別役割意識の研究は、「性別役割が平等化することが、社会のジェンダー格差の平等化を

もたらす」 との見込みを前提 として行われてきた。 しかし、実際には性別役割意識の平等化 は、現実 と

はパラレルに対応 しないことが徐々に明らかになっていった。これにより、現在の性別役割意識研究は

停滞期に入ったように見える。このように、階層意識 とジェンダーの関係、あるいは性別役割意識研究

は、研究で得られる意識の様態 と、現実 におけるジェンダーによる不平等の実態の間の乖離に直面 して

おり、いずれも袋小路に陥っている。

しか し、階層意識 とジェンダーの関係を総合的に捉えなおすこと、単独の意識項目の挙動でな く、複

数の階層意識問の関係性 とジェンダーおよび社会階層の関係を検討することで、階層意識研究に新たな

可能性を開 くことができると考えられる。少なくとも、上述のような意識 と現実 との乖離をどのように

考えるべきかが、ある程度明確に見えて くるだろう。 これが本研究の基本的な視角である。

本研究ではHara(1998)に 準拠 した階層意識項目とその区分を用いる。すなわち、本研究で 「階層意

識」 として検討するのは、満足系意識(生 活満足感、階層帰属意識)と 政治系意識(不 公平感、政治意

識)で ある。第2章 で詳述するように、女性の客観的な社会経済的地位 と、女性の満足系意識および政

治系意識の間に存在するパラ ドキシカルな関係一直感的には矛盾するように見える関係一を解明するこ

とが本研究の焦点 となる。

また、本研究では階層意識の規定因としてのジェンダーを社会的地位の一種 とみなし、 この観点か ら

導かれる心理的メカニズムによる検討を行 う。生物学的決定論のような本質主義的な議論は忌避すべき

対象 とみなす。

第2章 「女性 の階層意識 のパ ラ ドクス」で は、階層意識 とジ ェンダーに関わ る具体 的な聞題 として

「女性の階層 意識 のパ ラ ドクス」を提 示 した。 「女性 の階層意識のパ ラ ドクス」とは、女性 の階層意識の

様態 に関す る、次 のよ うな3つ のパ ラ ドキシカルな現象の総称で あ る。

まず、階層意識 とジェンダーの関係 につ いて、次の ような よ く知 られた事実が存在 す る。

・満足系意識は、階層帰属意識、生活満足感 とも女性の方が男性より高い。

・政治系意識は、女性の方が全般的不公平感が高い。また、女性の方が政治に関して消極的(政 治的関

心が低 く、政治的有効性感覚も低い)で ある。

これ らの傾 向の間 には、い くつかのパ ラ ドキシカルな要素が存在す る。具体 的には、以下の3点 であ る。

パラドクス1:一 般に女性の社会経済的地位は男性のそれより低いのに、生活満足感や階層帰属意識

が男性のそれより高いのはなぜか。

パラドクスII:女 性の社会的地位の向上はそれ自体が政治的問題であ り、その推進がなされている。
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にもかかわらず、その利害当事者である女性の政治意識は男性のそれより消極的であるのはなぜか。

パ ラドクス皿:生 活に満足 し、社会における自分の位置を高 く認識 しているのであれば、そのような

社会を不公平だとは思わないだろう。にもかかわ らず、女性の不公平感が男性 より高いのはなぜか。

第2章 で は、 まず、上述 のパ ラ ドキシカルな傾 向が一般性 を有 したものであ ることを各種調査 データ

か ら確認 した。そ して、女性の階層意識のパ ラ ドクスの暫 定的な説明モデル として 「女性 の階層 意識の

パ ラ ドクス に関す る合理化モデル」を提 唱 した(以 下 「合理化 モデル」 と略す)。 これ は、相対的剥奪 の

理論 および認知的不協和 の理論 を階層意識 の問題 に援用 した ものである。

合理化モデルの概要 は次 のような ものである。 まず基本 的な仮定 として、現代 日本社会 におけ る女性

は どち らか と言 えば現状 の変革可能性 を低 くみ る傾 向があ る、 と考 える。 ここで言 う 「現状」 とは、社

会経済 的な地位達成 のジェンダー格差 の ことを指す。具体 的には、女性 は男性 よ りも賃金が低 い、就職

が限定 されてい る、昇進機会が限定 されている、等であ る。 この時、次の ような心理的メカニズムを考

え ることがで きる。

(1)女 性の置かれ ている状況への不満 は、不公平感 を高 め るだ ろ う。

(2)現 状の改善が困難で ある とい う認知 は無力感 を引 き起 こし、政治的有効 性感覚や政 治的関心 を引

き下 げるだ ろう。(あ るい は、政治的有効性感覚 は 「現状の改善が困難で ある」こ との直接 的な指標

と考 えて もいいか もしれない。)

(3)現 状の改善が困難で ある とい う認識 自体 も、不公平 感を高 めるだ ろう。

(4)こ の結果、女性 は自 らのアス ピレーシ ョン ・レベルを男性 のそれ よ り低 く設定す る。それ は高す

ぎるアス ピレーシ ョンを持つ こ とに よって生 じる認知 的不協和 を低減 した結果 とも言 えるし、 その

こ とを予期 して認知的不協和 を回避 した結果 とも言 え る。最終的には、 階層帰属意識や生活満足感

は男性 のそれ よりも高 くな る。

この合理化 モデルが どの程度 の 「女性 の階層意識 のパ ラ ドクス」の説 明に有効で あるのか、合理化モ

デルよ りも適切 なモデルが ある とすれぼそれ は どの ような ものかが、本研究 の主要 な検討課題で ある。

なお、本研究で は、(1>「社 会階層 と社会移動」全 国調査(SSM調 査〉、(2)「投票行動 の全国的 ・時系列

的調査」調査(JES2調 査)、 の2っ のデータセ ッ トを用 いた2次 分析 による検討 を行 う。

ただ し、残念 なが ら本研究が用 い るデ ータでは合 理化 モ デルを完全 に検証す る ことはで きな い。特

に、 このモデルで キー とな る2っ の心理 メカニズム ー 「現状 の変革可能性 の認知」 と 「(満足系意識の)

合理化」 は、 データの中で直接 的に測定 され ないため、最後 まで ブラックボ ックスの ままに留 まって し

ま う。本研 究が行 うのは、合理化 モデルの間接的な確認 であ る。例 えば、階層帰属意識の分布 の男女差

が、合理化 に よって生 じてい るのだ とした ら、女性 の中で も社会経済的状態や現状変革に関する不満を

抱 きやすい と思われ る層で、階層帰属意識 の男女差が大 き くなるはずであ る。 したが って、男女差 はフ

ルタイム労働者 よりもパー トタイム労働者や 自営業層 で大 きくなる と予想 できる。 こ ういった形での検

証 を積み重ねてい くことで、全体 としてのモ デルの当否 を検討す る。

以下、第3章 か ら第5章 までの各章 では、階層意識 の各要素、階層帰属意識(第3章)、 全般的不公平

感(第4章)、 政治意識(第5章)と ジェンダーの関係 につ いて検 討す る。第6章 では、階層意識 の回答

パ ター ンに注 目し、 階層意識 を総合 的に捉 えた検討 を行 う。
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第3章 「階層帰属意識 とジェンダー」では、階層帰属意識 とジェンダーの関係について検討 した。階

層帰属意識は、「社会経済的地位は一般に女性の方が低いにもかかわらず、階層帰属意識は女性の方が高

い」 という傾向があることが知 られている。ただし、このような問いは階層帰属意識 とジェンダーの関

係に関する研究の中ではほとんど注目されてこなかった。第3章 では、まず階層帰属意識研究の歴史を

振 り返 り、階層帰属意識 とジェンダーに関する研究が何を明 らかにしようとしてきたのか、そして 「社

会経済的地位は一般に女性の方が低いにもかかわらず、階層帰属意識 は女性の方が高い」ことを問うこ

とが、階層帰属意識研究の文脈の中で どのように位置づけられるのかを説明した。

階層帰属意識 とジェンダーの関係に関する先行研究における中心的な問い一 「女性の階層帰属意識は

何によって決まるか」 という問い一の構造は、理論的に構築される階層 と階層帰属意識の規定要因の関

係を同一視する一種の錯誤を前提 としてお り、必ずしも有効なものではない。一方、本研究が扱う階層

帰属意識の分布の男女差の問題は、階層帰属意識の形成メカニズムを考える上で重要なポイント(階 層

帰属意識の判断水準の問題)と 関連 してお り、現代的な意義 も高い。

では、女性の階層帰属意識の高さはどのように説明されるのか。このことを解明するために、先駆的

な研究である数土(1998、2003)の モデルに依拠 した検討を行 った。数土モデルの基本的な枠組みは、

階層帰属意識の分布の男女差を主に教育の効果から説明するものである。とは言え、このモデルには理

論 ・実証の両面で不十分な点がある。これらを指摘 した後、問題点を改善 したモデルによる検討を行っ

た。具体的には、数土モデルでは十分に検討されていなかった職業 と就業形態の効果を加味したモデル

である。分析の結果、階層帰属意識の男女差は、主に職業階層の低い層、すなわちパー トタイム層 と自

営業層で生じていることが明 らかになった。 これは(必 ず しも十分ではないものの)合 理化モデルに適

合的な結果 と言える。なお、生活満足感にっいては補論で検討 した。

第4章 「全般 的不公平感 とジ ェンダー」 では、全般 的不公平 感 とジェンダーの関係 を検討 した。全般

的不公平感 にっいては理論 ・実証両面において、っ とにその 「曖昧 さ」が指摘 されて きた。本章で は、

先行研 究で検討 されてきた全般的不公平感 の形成 メカニズムを系統 的に整理 し、 これ らを統合 したモ デ

ル を用 い ることで、全般的不公平感 の 「意味」および、不公平 感 とジェンダー との関係 の解明 を試みた。

しか し、結果 として は全般 的不公平感が何 を意味 してい るか、 どのよ うに して形成 され るか について

明確 な像 を提示 す ることはで きなかった。 ジェンダー との関連 にっ いて言 えば、ジ ェンダーは全般的不

公平 感を高 め る効果 を持 ち、 また女性 に特有 な不公平 感形成 のメカニ ズム(権 威 主義 と結 びつ いた 「公

平」認識)も 見出 されたが、 これ らの効果 はご く弱い ものに過 ぎない。全般的不公平感 は様々 な心理変

数に よって規定 され るが、特 に有力 な説明原理 は存在せ ず、様 々な社会認識、お よび心理 メカニズムの

アマルガム として存在 してい る。全体 として は、 ジェンダーは直接 ・間接の いずれの形 で も全般的不公

平感 に大 きな影響 を与 えてい るとは言 えず、合理化 モデルには適合 しないこ とが示 され た。

第5章 「政治意識 とジェンダー」では、政治意識 とジェンダーの関係について検討 した。一口に 「政

治意識」 といって もその内容は膨大である。本章では、政治意識のうち最も根本的な部分、政治に対し

て能動的 ・積極的に参加するか否か という面に関わる意識である政治的有効性感覚 と政治的関心を分析

の対象 とした。

女性の政治意識が男性に比べて消極的であることはよく知 られてお り、政治学あるいは政治意識研究

の文脈ですでに多 くの検討がなされている。本章ではデータの都合か ら、合理化モデルの直接的な検討

は行わず、次のような間接的な検証法を採用 した。すなわち、従来の政治意識研究で考えられていた
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ジ ェンダー ・ギャ ップを生み出す3つ の要因 一心理的要 因(政 治 的社会化、性別役割 の社会化 による効

果)、 構造 的要 因(年 齢、学歴 の男女格差 による効果)、 状況 的要 因(女 性の置 かれた状況 と政治的資源

の関係 に よる効果)一 に対応 した変数 をコン トロール し、政治意識の男女差が これ らの要因 によって説

明 し尽 くされ るのか を検討 す るとい うもので ある。 もし、3っ の要因 をコン トロール して もジ ェンダー

の効果 があ る程度残存す るのであれば、合理化モデルが成立 する余地が あると考 え られ る。

分析 の結果、従来の政治意識論 の枠組 みで は、政 治意識 のジェンダー差 を完全 には説明で きない こと

が明 らかになった。 しか し、一方で残 されたジ ェンダーの効果が何 に由来す るものなのか、残念 なが ら

明確 な結論 は得 られ なかった。

第6章 「階層意識 の回答パ ター ンに よる検討」では、階層意識 の回答パ ター ンに関 す る検討 を行 った。

まず 「女性の階層意識のパ ラ ドクス」 に見 られ る階層意識 の回答パ ター ンが、合成の誤謬で あるか否か

を確認 した。 こ こで言 う 「合成 の誤謬 」 とは、「女性の階層意識 のパ ラ ドクス に相 当す る 『満足系意識が

高 く、かつ不公平感が高 く、かつ政治意識が低 い』 とい う回答パ ターンは、特徴 的な回答傾向 を有す る

い くっかのグループの回答 が合成 され た結果で あって、実 際にはそのような回答パ ターンを持つ回答者

もし くはグル ープは存在 しない」 とい う問題 の こ とであ る。 この こ とを検討 す るため、階層意識 の クラ

ス ター分析 を行 い、4つ の クラスターを析出 した。そ して、 クラスターの1つ は確か に 「女性の階層意

識のパ ラ ドクス」のパ ター ンを描 いてい ること、そ して この クラスター は実際に女性が多い こ との2点

を確認 した。

次 に、各 クラスターの特徴 について社会経済的変数お よび意識変数 との関連 の分析 を行 った。 「女性

の階層意識 のパ ラ ドクス」 の クラスター に属す る人々は、社会経済的地位が相対 的に低 いこ とが明 らか

になった。経済的地位 に関 しては、最下層 とい うわ けではな く、4つ の クラス ターの中で は下か ら2番

目に位置づ け られ る。 また、職業 に関 しては、主 にブルーカ ラー層 によって構成 されて いる。つ ま り、

この クラスターに属 す るのは 「それ な りに豊かな ブルーカラー」 とで も言 うべ き人々で ある。

「女性 の階層意識のパ ラ ドクス」の クラス ターに属す る人々の心理 的傾 向 として は、権威主義的傾 向お

よびそれに由来す る と思われ る現状肯定的傾向が観 測 された。す なわ ち、 この クラスターの人々は権威

主義的傾 向が強 く、私生活面 では不安 を抱 えてお り、社会 の様々 な問題 について互 いに矛盾す るような

要素 を持っ質問 に対 して も全 て肯定的 に答 える傾 向があ る(つ ま り、イエス・テンデンシーがあ る)。 こ

の ような権威主義的傾 向 と結 びつ いた現状肯定的な心理傾 向は、合理化 モデルを支持 してい る と思われ

る。 とは言 え、以上の ような分析 を行 っても、合理化モデルは完全 には検証 された とは言 えず、政治意

識 と ジェンダーの関係 については謎 のまま残 された。

また、本 章の分析、お よび第3章 か ら第5章 までの分析結果 を総 合的に検討す る と、「女性の階層意識

のパ ラ ドクス」 自体 を解体 ・再構成 する必要性があ ることが明 らか になった。 すなわ ち、全般的不公平

感 に関す るパ ラ ドクスIIIは、不公平感 の曖昧 な性質か ら生 じた擬似的 な問題 であ り、合理化モデルの説

明対象 か らは除外 され る。残 るパ ラ ドクスは2つ であ るが、すで に述べた ようにパ ラ ドクス1に ついて

は肯定 的な証拠が得 られ、基本 的には合理化モデルに適合 す ると考 え られ る。 ただ し、本章で検討 した

「女性 の階層意識のパ ラ ドクス」 クラスターの経済的地位 と合理化モデルか ら導かれ る予想 は、必ず し

も整合 的ではない部分 も存在 す るが。第5章 で も明確 な結論 が得 られ なか った政治意識 とジ ェンダー と

の関係 、すなわちパ ラ ドクスIIに ついては、第6章 の分析結果 を加味 して も結局 の とこと明確 な結論 を

得 ることはで きなか った。
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第7章 「女性 の階層意識のパ ラ ドクスの終着点」で は、本研 究の分析 の成果 を踏 まえ、本研究 の問題

点 と研究の意義 を説 明 した。

まず問題 点について。本研究の最大 の問題点 は、モデル に関す る直接 的な検証がな されていない こと

で ある。本文中で も再三述べて きたが、「現状 の変革可能性 に関す る認知」と 「合理化 の結果 としてのア

スピレーシ ョン ・レベルの低 下」 とい う、 モデル のキー とな るメカニズムが2つ とも検証 で きなか った

のは痛い。本研究 の成果 は、 いわぼ状況証拠 を積み重ねた に過 ぎない。 もちろん、状況証拠 も十分 な質

と量が保 証 されれば、有効 な証拠 とな りうるが、本研究の場合 はそ こまで の蓄積 はない。 「女性 の階層意

識のパ ラ ドクス」に関 する、1つ のあ り得 る可能性 を提示 したに過 ぎない。 これ は、本研究が2次 デー

タの分析 であ ることに由来す るものであ り、将来的 にはこの枠組 みを より厳密 に検討で きる調査 を行 う

必要があ るだ ろう。

次 に、「女性の階層 意識 のパ ラ ドクス」に相当す る意識パ ターンを有す る人々(第6章 におけ るクラス

ター3に 属 す る人々)が 、社会や生活 に対 して どの ように考 え、 日々を暮 らしてい るのかの具体的 なイ

メージ を十全 に描 き出す ことがで きなか った。 これ はデー タの制約上、止 むを得 ない面 もあるのだが、

第6章 で検討 した 「女性の階層意識 のパ ラ ドクス」の クラスターにつ いて の リアリテ ィあ る記述 には成

功 していない、 と言 い換 えて もよい。

また、計量 的手法 に関わ る問題 として、本研 究の ような線形 モデル(重 回帰モデル)中 心 のアプロー

チが本 当に手法 として適切 なのか、 とい う問題 も残 る。 また、GSSデ ー タな どを用 いた国際比較 ア プ

ローチは、本研究 のテーマ を展 開す る上で重要で あったが、残念 なが ら行 うこ とができなか った。

次 に本研究 の学術的 ・社会 的意義 および今後の可能性 について。本研究の最 も大 きな知見の1つ は、

「女性 の階層意識 のパ ラ ドクス」 の傾 向を具現す るクラスターの社会経済的特性 と心理 的傾向 を明 らか

にした ことである。 「女性の階層意識 のパ ラ ドクス」的 な意識パ ター ンを持つ のは、社会経済的 な地位 は

相対的に低 く、権威主義的傾 向 と現状肯定的 を有す る人々(主 に女性)で あった。 この ことには、 さら

に2っ 意義が ある。

第1に 、権威主義的態度研究 の新 たな可能性 を提示 した ことで ある。権 威主義 的態度研究 は、 ファシ

ズム研究 を出発点 としなが らも、広範 な社会学的応用 がなされて きた。本研 究が示 した階層意識の回答

パ ター ンと権威主義的態度の関係 は、権威主義的態度 が社会意識 の1つ の コアとして、依然 として重要

な役割 を果 た しているこ とを示 して いる。

第2に 、 この問題 は学術 的な レベ ルに留 まらず、広 く社会 的な文脈で も重要 であ る。本研 究が示 した

のは、客観 的に見て不利な立場 にい るもの(=女 性)が 、必ず しもその状況に対 して強 く抵抗す るよう

な意識 を持 たない こと、 そしてその ような態度が どの ように形成 され るのか とい うメカニズムであ る。

この ような問題 のよ り今 日的な相 として、「努力 して も しょうがない社会」(佐 藤2000)、 「イ ンセ ンテ ィ

ブ ・デ ィバ イ ド」(苅 谷2001)、 「希 望格差社会」(山 田2004)、 あるいは 「勝 ち組 ・負 け組」、 「フ リー

ター」、 「ニー ト」 とい った階層分化 ・階層間格 差の拡大 に関 わる心理的問題 があげ られ る。 これ らの問

題 は、現在 の 日本社会が直面 してい る社会階層間の格差 に関 わる非常 に重要 な問題で ある。本研究 の知

見が これ らの問題 に どの程度応用で きるか否かは未知数で あるが、例 えば 「努力 して も しょうがない社

会」の奥底 にあ る心理的傾 向は、「女性の階層意識 のパ ラ ドクス」を支 える心理 的傾 向 とそれほ ど遠 い も

のではない と思 われ る。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、階層意識 とジ ェンダー との関係 に、主 として計量的方法 を用 いて総合的 な分析 を加 えた も

のであ る。 ここで階層意識 とは、 階層帰属意識、生活満足感、不公平感、政治意識 な ど、社会階層 によ

る不平 等の認識 と評価 に関す る諸意識 を指す。従来の階層研究 あるいはフェ ミニズム研究 は、女性の社

会経済 的地位が男性の それ よ りも低 い もので あることの実態 の指摘 と、 その ような不平等の形成 ・維持

のメカニズムに注 目 して きた。一方で、階層意識 に含 まれ る諸意識 の分布 を男女で比較す る と、女性 の

階層意識 は 「ジェンダー による不平等」 を必ず しも直接 的に反映 してい ない ことが知 られて いる。なぜ

この ような現象が生 じるのか、そ して この ことは どの ような意味 を持 ってい るのか、 これが本論文の基

本的な課題で ある。

第1章 「問題 の所在」では、社会階層 とジ ェンダーは相互 に密接 に関連 しあ うものであ り、もはやジェ

ンダー抜 きの階層論 は成立 し得 ない とい う認識で ほぼ一致 を見て いるにもかかわ らず、階層意識 とジ ェ

ンダーの関係 、あるいは性 別役割 意識研究 は、研究で得 られ る意識 の様態 と、現実 におけるジェンダー

による不平等 の実態の問の乖離 に直面 してお り、いずれ も袋小路 に陥 ってい ると指摘す る。

代わって本論文が とろう とす るのは、 階層意識 とジ ェンダーの関係 を総合 的に捉 えなおす こと、単独

の意識項 目の挙動で な く、複数 の階層意識間の関係 性 とジェ ンダーおよび社会 階層 の関係 を検討す るこ

と、具体 的には、女性の客観的な社会経済 的地位 と、満足 系階層意識(生 活満足感、 階層帰属意識)お

よび政 治系階層意識(不 公平感、政治意識)の 間 に存在 する、直感的 には矛盾 す るよ うに見 えるパ ラ ド

キシカルな関係 を解明す るとい う方向で ある。 これに よ り、 階層意識研 究 に新 たな可能性 を開 くこ とが

で きるだ ろうと主張す る。

第2章 「女性 の階層意識 のパ ラ ドクス」で は、階層意識 とジ ェンダーに関わ る具体 的な問題 として

「女性 の階層意識のパ ラ ドクス」を提 示す る。 「女性の階層意識 のパ ラ ドクス」とは、女性の階層意識 の

様態 に関す る、次の3つ のパ ラ ドキシカルな現象の総称 であ る。

パ ラ ドクス1:一 般 に女性の社会経済 的地位 は男性のそれ より低 いの に、生活満足感や階層帰属意識

が男性 のそれ より高いの はなぜ か。

パ ラ ドクスII:女 性の社 会的地位 の向上 はそれ 自体 が政治 的問題で あ り、その推進が なされてい る。

にもかか わ らず、その利害当事者 であ る女性の政 治意識 は男性 のそれ よ り消極的で あるの はなぜ か。

パ ラ ドクスm:生 活 に満足 し、社会 における自分の位置 を高 く認識 してい るのであれ ば、 その ような

社会 を不公平 だ とは思わないだ ろう。に もかかわ らず、女性 の不公平感が男性 より高 いの はなぜか。

次 に、 これ らのパ ラ ドクスの暫定 的な説明モデル として 「女性 の階層意識 のパ ラ ドクス に関す る合理

化モデル」を提唱 した(以 下 「合理化 モデル」 と略す)。 これ は、社会心理学 における相対的剥奪の理論

および認知的不協和 の理論 を階層 意識 の問題 に援用 した ものであるが、 この合理化モ デルが どの程度の

「女性の階層 意識 のパ ラ ドクス」 の説 明に有効で あるのか、合理化モデル よ りも適切 なモ デルがあ ると

すればそれは どのよ うなものかが、第3章 以下で検 討 され る。

第3～5章 では、(1)「社会階層 と社会移動全国調査」(SSM調 査)、(2)「 投票行動 の全国的 ・時系列的

調査」(JESII調 査)と い う2つ のデー タセ ッ トを用いた二次 的計量分析 による検討が行 われ る。

第3章 「階層帰属 意識 とジェンダー」で は、階層帰属 意識 とジェンダーの関係 につ いて検討 してい る。

これ までの研究 における 「女性 の階層帰属意識 は何 に よって決 まるか」 とい う中心的 な問い は、理論 的

に構築 され る階層 と階層帰属意識 の規定要 因の関係 を同一視 す る一種の錯誤 を前提 としてお り、必ず し
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も有効 な もので はない。他方 、「社会経済 的地位 は一般 に女性 の方が低 いに もかかわ らず、階層帰属意識

は女性 の方が高 いの はなぜ か」 を問 うこ とこそが、階層帰属意識の形成 メカニズムを考 える上で重要な

ポイ ン ト(階 層帰属意識の判 断水準 の問題)と 関連 してお り、現代的な意義 も高 い と主張す る。

具体的 には、数土直紀 に よる先駆的な研 究に依拠 しなが ら、数土モデルの問題点 を改良 したモデルに

よる分析 を行い、階層帰属意識の男女差 は、主 に職業 階層の低 い層、すなわちパ ー トタイム層 と自営業

層で生 じてい るこ とが明 らか に した。 これは(必 ず しも十分で はない ものの)合 理化モデルに適合 的な

結果 と言 える。

第4章 「全般的不公平 感 とジェンダー」で は、全般的不公平 感 とジ ェンダーの関係 を検討 してい る。全

般 的不公平感 にっいては理論 ・実証両面において、っ とにその 「曖昧 さ」 が指摘 されて きた。本章 では、

先行研究で検討 されて きた全般的不公平 感の形成 メカニズム を系統 的に整理 し、 これ らを統合 したモデ

ル を用い るこ とで、全般 的不公平感の 「意 味」 および、不公平 感 とジ ェンダー との関係 の解 明を試 みて

いるが、合理化 モデルは適合せず、全般 的不公平感が何 を意味 してい るか、 どの ように して形成 され る

か について明確 な像 を提示す ることには成功 して いな い。全般 的不公平感 は様々 な心理変数:によって規

定 され るが、特 に有力 な説明原理 は存在せず、様々な社会認識、 お よび心理 メカニズムのアマルガ ム と

して存在 してい ると述べてい る。

第5章 「政治意識 とジェンダー」で は、政治意識(と くに政治的有効性感覚 と政治 的関心)と ジェン

ダーの関係 につ いて検討 してい る。女性 の政治意識が男性 に比べ て消極的で あるこ とは よ く知 られて い

る。本章 では、従 来の政治意識研究で考 えられていたジェンダー ・ギ ャップを生 み出す3つ の要 因一心理

的要因(政 治的社会化、性別役割 の社会化 による効果)、構造 的要 因(年 齢、学歴の男女格差 による効果)、

状 況的要 因(女 性 の置かれた状況 と政治的資源の関係 に よる効果)一 に対応 した変数:をコン トロール し、

政 治意識 の男女差が これ らの要 因によって説明 し尽 くされ るのか を検討 してい る。 その結果、3つ の要

因を コン トロール して もなおジェンダーの効果 があ る程度残存 して お り、残 る有力 な説明 としての合理

化 モデルが成立す る余地 があ ることが明 らかに された。

第6章 「階層意識の回答パ ターンによる検討」 では、階層意識の回答パ ターンに関す る検 討 を行 って

い る。階層意識 のクラス ター分析 を行 って4つ の クラスターを析出 し、 クラスターの1つ は確か に 「女

性 の階層意識のパ ラ ドクス」のパ ターンを描いてい ること、 そ して この クラスターは実際 に女性が多い

ことの2点 を確認 してい る。

「女性 の階層意識のパ ラ ドクス」のク ラスター に属す る人々は、社会経 済的地位が相対的 に低 いけれ ど

も、経済的地位 に関 しては最下層 とい うわ けではな く、4つ の クラス ターの中で は下か ら2番 目に位置

づ けられ、 また職業 に関 して は、主 にブルーカ ラー層 に よって構成 されて い る。 つ ま り、 この クラス

ターに属す るの は「それな りに豊かな ブルーカラー」とで もい うべ き人 々であるこ とを明 らかに した。 こ

れ らの人々の心理 的傾 向 として は、権威主義的傾 向お よびそれに由来 する と思 われ る現状肯定 的傾 向が

観測 された。すなわち、 このクラス ターの人々 は権威主義的傾 向が強 く、私生活面で は不安 を抱 えてお

り、社会の様 々な問題 につ いて互 いに矛盾 す るような要素 を持っ質問に対 して も全て肯定的に答 え る傾

向が ある。 この ような権威主義的傾 向 と結 びっ いた現状肯定的な心理傾 向は、合理化 モデルを支持 して

い ると思われ る。

第7章 「女性 の階層意識 のパ ラ ドクスの終着点」で は、本論文 の分析 の成果 を踏 まえ、 問題点 と研究

の意義 を説 明 している。

後者 について述べれ ば、本論文の最 も大 きな知見 は、「女性 の階層意識のパ ラ ドクス」の傾 向を具現す

るクラス ターの社会経済 的特性 と心理 的傾 向を明 らかに した ことであ り、 「女性 の階層意識 のパ ラ ドク
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ス」 的な意識パ ター ンを持つの は、社会経 済的な地位 は相対的 に低 く、権威主義的傾 向 と現状肯定的 を

有す る人々(主 に女性)で あった と主張す る。 さ らにこの こ とは、権威主義的態度研究 の新 たな可能性

を提示 するもので あ り、 「努力 して も しょうがない社会」、 「イ ンセ ンティブ・デ ィバイ ド」、 「希望格差社

会」、 あるいは 「勝ち組 ・負 け組」、 「フリーター」、 「ニー ト」 といった、今 日の階層分化 ・階層間格差の

拡大 に関わ る心理的問題 に も示唆 を与 えるものである。た とえば 「努力 して も しょうがない社会」の奥

底 にあ る心理的傾 向は、「女性 の階層意識 のパ ラ ドクス」を支え る心理 的傾向 とそれほ ど遠 い もので はな

い と思 われ る、 と結んでい る。

以上 の要 旨か らも明 らかなよ うに、本論 文では、(1)まず、階層意識 とジェンダーの関係、 あるいは性

別役割意識研究が袋小路 に陥って いる原因を考察 して、(2)問題 を設定 し直 し、(3)次に、 その問題 を説 明

す るための理論的モデルを選択 し、(4)さ らに、 そのモ デルか ら計量 的仮説 を誘導 して、(5)デ ータによっ

て検証 する、 とい う手順 が一貫 して とられてい る。具体的 には、(2)「女性の階層意識 のパ ラ ドクス」 と

い う問題の設定が行 われ、(3)「女性 の階層意識 のパ ラ ドクスに関す る合理化 モデル」(合 理化 モデル)を

提 唱 した。残念 なが ら、(5)デ ー タによる検証 の結果 は、必ず しも合 理化モ デルを支 持す る ものでは な

かった。その原因 の1つ は、著者 が直接設計 した調査 デー タで はな く、 もっぱ ら二 次デー タの分析 に

よっているか らで あ り、 この点 は、本論文の最大 の問題点 とい えるであろ う。 また、 さまざまな男女差

についての㈲仮説 が誘導 されて いるけれ ども、それ らがなぜ単 なる 「男女差」や 「性差」で はな く 「ジェ

ンダー」の問題 といえ るのか、つ ま り(5)から再 び(1)を振 り返 る とい う点につ いて も、十分 な検討が行わ

れた とはいい難い。

とはいえ、(1)～(5)に示 された分析 は、極 めて水準 の高 いものであ り、 階層意識 を含 めた社会意識の計

量分析 の模範 ともい うべ きもので ある。 また、先行研究だ けでな く、 自己の理論モデルやデータ分析結

果 にっいて も相対化 して冷静 に評価 しよう とす る分析態度 は、 あ くまで も論理的であ ろうとする姿勢 と

もあいまって、読者 の知 的好奇心 を刺激 し、一種 「爽快」 ともい える読後感 をもた らす好論文 である。

さらに、「女性 の階層意識のパ ラ ドクス」の傾 向を具現す るクラス ターの存在 と心理的傾 向を明 らか に し

た とい う成果 は、本論文 も主張す るよ うに、階層意識研究への大 きな貢献で ある。

以上 の点か ら、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す るもの と認

め られ る。

一97一


